
～児童発達支援～ 

「遊びの中にこそ学びがある」 

一人一人の個性を生かしながら支援しています 

 

 

 

個別から集団へ 

スモールステップで 

小集団活動の経験を 

積み重ねます 

≪取り組み例≫ 

足指を使うことで

脳の働きが良くな

り集中力も高まる 

リズムあそび 

音楽に合わせて体を動か

しながら、体の使い方を

知っていきます 

≪取り組み例≫ 

音を聞いて緩急や

強弱に触れ、気付

く力が育ちます 

入学前に安心して

行けるように、集

団の経験を重ねる

ことができます 

マッサージ 

（ロールマット） 

体の緊張をほぐしなが

ら愛着形成や心の緊張

もほぐします 

 

 

  



　　　　

令和7 年 2 月 19 日

9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 smile+　WAKABA 支援プログラム（児童発達支援） 作成日

法人（事業所）理念 人がそれぞれの花を咲かせるために、豊かな土壌と深く大きい根っこを作る手助けをしていく

支援方針

・集団を中心としながらも、ひとり、ひとりの状況や状態に応じた療育を大切にする。
・ひとり、ひとりの個性を大切にしながら、安心できる居場所づくりをする。
・楽しくチャレンジしていく力、困難に出会っても乗り越えていく力を育む。
・遊びの中で色々な成功体験をとおして自己肯定感を育む。
・保護者が安心して相談ができ、子育てが楽しいと思えるような支援を大事にする。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

基本的な生活のスキルの習得の支援を目指します。日常生活を過ごしやすいよう支援し自信や安心感を育みます。

全身運動や、手先を使います。動かしかたを学び、感覚や、動作の支援を行い、目と手の協応や集中力を身に付けます

個々にあった課題を設定し、取り組む気持ちや、頑張ったことで感じられる達成感を味わえるように配慮しています。

自分の思いを言葉や動作で表現する方法を学びます。伝える成功体験を積み重ねていきます。

他者と安心して関われるよう支援し、社会性を育んでいます。自分で目標を決める。役割分担や協力などの経験を育んでいます。

主な行事等

家族支援

お子さんの様子を共に共有し成長や変化をお知らせし、ご家庭での関わり方の
支援を行います。 移行支援

個々の発達に合わせながら社会性が育まれるよう支援を行います。

地域支援・地域連携

送迎時等に利用の様子をお伝えし関係機関と情報の共有を行います。

職員の質の向上

事業所内研修や(外部講師を招いて学習会)、外部研修に参加し資質向上を
目指しています。


